
手本を示すこと 

                                      校長 小林 功明 

 運動会「ＭＩＴＡスポーツフェスティバル２０２２」に向けて、校庭では、子供たちの元気な声と、音楽が鳴

り響き、活気のある本来の学校の姿が戻ってきています。今年度は、２学年一緒に表現、短距離走、団体競技の

３種目に取り組みます。全校児童での運動会は今年もできませんが、確実に前進できています。 

 自分の家庭の話をして恐縮ですが、娘が今年は大学４年となり、就職活動真っただ中です。そのような中、娘

からいろいろと相談されることがあるのですが、そんな相談を受けながら、もう自分の子供への教育の機会は、

これで終わりなのかな。最後ではないかもしれないが、残り少ないのは確かだという気持ちになっています。そ

こで、自分は親としての教育ができたのだろうか。と考えたときに、昨年度の道徳授業地区公開講座で、ご講演

いただいた日本道徳教育学会会長 福田冨美雄先生から、ご指導いただいたお話を思い出し、もう一度資料を読

み直しました。その中に、ドロシー・ロー・ノルト氏の「子どもが育つ魔法の言葉」の中にある言葉「子は親の

鏡」という資料を見て、ドキッとしました。もう一度この言葉をかみしめて、これからも出会う子供たちへの接

し方の指針として、今一度皆様にもお伝えしたいという思いを強くいたしました。 
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令和４年度御田小学校学校評議員の皆様をご紹介します。 

〇 松田 節男様 （三田松坂町会長）         〇 金井 由光様（三田豊岡町会長） 

〇 梶木 美智子様（三田台町会代表）         〇 上原 良枝様（三田中学校長） 

〇 廣田 千秋様 （地域コーディネーター）      〇 高橋 美恵様（豊岡児童館長）  

〇 森田 理恵様 （伊皿子坂保育園長）        〇 佐藤 公夫様（三田警察署少年係） 

〇 中村 美生様 （高輪地区総合支所協働推進課長）〇 水野 明彦様（本校ＰＴＡ会長） 

 

～ ○みんな元気 ○たのしい 御田小 ～ 



【中村 水帆子カウンセラー来校日】 

６月１日（水）、６月１３日（月）、 

６月２０日（月）、６月２７日（月） 

【市川和代カウンセラー来校日】 

６月３日（金）、６月１０日（金）、 

６月１７日（金）６月２４日（金） 

＜どうぞ、よろしく＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜MITAスポーツフェスティバル２０２２＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ふれあい月間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜たてわり班活動＞ 

  〈６月の行事予定〉※ふれあい月間 

１ 水 
B時程 ４時間授業 衣替え（白帽子） 

プール前内科健診（全）  

２ 木  

３ 金 
B時程 MITAスポーツフェスティバル 

リハーサル 

４ 土 MITAスポーツフェスティバル2022 

５ 日 MITAスポーツフェスティバル予備日 

６ 月 振替休業日 

７ 火 
児童・生徒の学力向上を図るための調

査（5）  水道キャラバン（４） 

８ 水 B時程 ４時間授業 

９ 木 遠足（低） 交通安全教室（３） 

１０ 金 B時程 色覚検査（４年希望者） 

１１ 土  

１２ 日  

１３ 月 朝会 委員会活動 脊柱側弯症健診（５） 

１４ 火 遠足予備日（低） 

１５ 水 B時程  リーディングツリー 

１６ 木 体力テスト（全） 

１７ 金 
B時程  児童・生徒の学力向上を図る

ための調査（４） 

１８ 土 土曜授業日 

１９ 日  

２０ 月 
朝会 プール開き 水泳指導開始  

クラブ活動 

２１ 火 歯の健康集会  たてわり班活動 

２２ 水 B時程 スピーチ 

２３ 木 体力テスト予備日 

２４ 金 租税教室（６年） 

２５ 土 御田小家庭読書の日 

２６ 日  

２７ 月 B時程 朝会 ダスキン出前授業（１） 

２８ 火 ユニセフ募金開始 

２９ 水 
B時程  リーディング・ツリー 

避難訓練・一斉下校 

３０ 木  

スポーツフェスティバル委員長 伊藤 翔太  
今年度も「MITA スポーツフェスティバル２０２２」という

名称で実施いたします。表現運動、徒競走に団体競技を

加えた３種目で行います。それぞれが目標を立て、意欲的

に練習に取り組んでいる姿が見られます。行事を通して、

運動の楽しさに触れたり、学年の連携を高めたりしなが

ら、よりよいものをつくり上げていきます。今年度も感染症

予防のため、大きな声援を送ることはできませんが、励ま

し合ったり、認め合ったりしながら、本番に向けて充実した

取組を進めていきます。 

 
 

〈６月の生活目標〉 

 友達を大切にし、 

落ち着いた生活をしましょう。 
１学年担任  油 史枝   熊野 歩 

4 月の入学式から、あっという間に約２か月が過ぎまし

た。ランドセルの片付けや、学習の仕方、学校のどこにどん

な教室があるかなど、覚えることの多い日々でした。準備

に手間取ったり、やりたいことが思うようにできなかったり、

戸惑うこともありました。そんな中、6 年生が、毎朝、教室

に手伝いに来てくれて、大変なところを手助けしてくれまし

た。優しく声を掛けてくれるので、みんな 6 年生には感謝

しています。 

また、生活科の学習では、2 年生が学校探検に連れて

行ってくれました。職員室や主事室など、どんな所か知ら

なかった教室についても丁寧に説明してくれました。2 年

生と一緒に学校中を探検することができて学校のことがよ

く分かりました。たくさんのお兄さん、お姉さんの世話にな 

りながら、徐々に学校に慣れ、頑張っています。学校のみ

んなに支えられながら、様々なことを吸収して大きく育って

いけるようがんばります。みなさん、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

生活指導主任 野本 昌孝 

６月は、ふれあい月間（いじめ防止強化月間）です。み

んな元気、楽しい学校を目指し、御田小学校では、これま

であいさつ運動やふれあい標語作りを行ってきました。 

今年は、あいさつ標語を作って掲示します。みんな元気

で、楽しい学校になるように「進んで・明るく・先に・元気

に」などのキーワードをもとにして作る予定です。標語は廊

下等に掲示します。 

特別活動部 波多江 舞由 
５月２０日（金）に今年度初めてのたてわり班活動がありま

した。お昼休みの１時～１時２５分までの活動でした。６年

生が１年生を送り迎えする姿がとても逞しく、優しいお姉さ

んお兄さんを頼って楽しく活動ができました。今回は、１年

間のたてわり班活動の遊びの内容を決める会でした。６年

生が各学年の意見を上手に取り入れて１年間の活動内容

を決めることができました。６年生は、最高学年らしくとて

も頼りになる活動をしています。なかなか遊びの内容がま

とまらなくても、的確にアドバイスをしてみんなが楽しくなる

活動を考えていました。これからの、たてわり班活動がとて

も楽しみです。今回は、室内での活動内容を決める会でし

たが、これからは外で遊ぶことや体育館を使って遊ぶ活動

をしていきます。保護者の皆様も、たてわり班ならではの

異学年交流のお話是非、聞いてあげてください。 

  


